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１）ごみ計画処理量 

 

項目 可燃ごみ 不燃ごみ 資源ごみ 粗大ごみ その他 計

１．生活系ごみ 11,377   525      967      91       -        12,960   

２．事業系ごみ 3,932    21       2,898    6        -        6,857    

計 15,309   546      3,865    97       -        19,817   
 （単位ｔ） 

※「資源ごみ」に集団回収量（239ｔ）は含まず 

  

可燃ごみ

77%

不燃ごみ

3%

資源ごみ

20%

粗大ごみ

0%

可燃ごみ

不燃ごみ

資源ごみ

粗大ごみ

その他

－ 前年度比較 － 

【全  体】 合  計  1,326ｔ↑ 
 

【生活ごみ】 合  計   980ｔ↑ 

        可燃ごみ   687ｔ↑ 

        資源ごみ   543ｔ↑ 
 

【事業ごみ】 合  計   346ｔ↑ 

        可燃ごみ   250ｔ↓ 

        資源ごみ   617ｔ↑ 
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２）資源化状況 

 

項目 紙類 金属類 ガラス類 ペットボトル その他 計

１．集団回収 132 14 1 - 1 148 

２．直接資源化 2,938 20 6 37 18 3,019 

３．処理施設 279 392 396 47 1,101 2,215 

計 3,349 426 403 84 1,120 5,382 
（単位ｔ） 

 

 

紙類

62%

金属類

8%

ガラス類

7%

ペットボトル

2%
その他

21%
紙類

金属類

ガラス類

ペットボトル

その他

－ 前年度比 － 

【全  体】 全体合計  697ｔ↑ 
 

       資源化率  3.1％↑ 
 

【集団回収】 合  計   91ｔ↓ 
 

【直接資源化】合  計  442ｔ↑ 
 

【処理施設】 合  計  346ｔ↑ 
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３） ごみ種別・年度の推移 

 

家庭系 事業系 家庭系 事業系 家庭系 事業系 家庭系 事業系 家庭系 事業系

H28 10,605 3,428 627 48 937 964 144 26 12,313 4,466 

H29 10,660 4,291 647 44 919 1,498 142 22 12,368 5,855 

H30 10,647 4,152 657 48 853 2,454 178 18 12,335 6,672 

R1 10,690 4,182 672 41 424 2,281 194 7 11,980 6,511 

R2 11,377 3,932 525 21 967 2,898 91 6 12,960 6,857 

５．計

年度

１．可燃ごみ ２．不燃ごみ ３．資源ごみ ４．粗大ごみ

（単位ｔ） 

※「資源ごみ」に集団回収量は含まず 
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【ごみ種別・年度の推移_グラフ】 

１．可燃ごみ         ２．不燃ごみ 

     

３．資源ごみ         ４．粗大ごみ  
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【各指標_年度別の推移】 

年度
総排出量
（ｔ）

一人1日
ごみ量（g）

資源化率
集団回収量
（ｔ）

人口
（人）

H28 16,779       881 20.92% 225 52,170

H29 18,223       963 22.00% 286 51,822

H30 19,007       1,015 26.00% 229 51,298

R１ 18,730       1,016 24.80% 239 50,525

R２ 19,817       1,095 27.90% 148 49,950  

  ※総排出量に集団回収量含む。 事業系資源ごみ（2,889ｔ）を除くと 16,928ｔ（一人 1 日ごみ量 928ｇ） 

参考）比較１ 小美玉市一般廃棄物処理基本計画（改訂版） 令和２年３月 

【一人 1 日ごみ排出量】      （単位：ｇ）   【資源化率】 

項目 Ｒ２
計画現況
(H29)

計画目標
(R17)

項目 Ｒ２
計画現況
(H29)

計画目標
(R17)

家庭系ごみ 658 605 440 資源化率 27.9% 22.0% 27%

事業系ごみ 217 230 188

計 875 835 628  

※資源ごみを除く 
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４） し尿等処理状況_年度別の推移 

 

湖北環境 茨城地方 湖北環境 茨城地方

小川・玉里 美野里 小川・玉里 美野里

H28 1,422       1,104       2,526    6,867       5,351       12,218   14,744   

H29 984         1,059       2,043    7,175       6,022       13,197   15,240   

H30 812         946         1,758    7,040       5,883       12,923   14,681   

R1 935         869         1,804    7,174       5,996       13,170   14,974   

R2 734         828         1,562    7,924       5,947       13,871   15,433   

項目

生し尿 浄化槽汚泥
C.合計
( A+B )A. 小計 B. 小計
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５）－１ 処理経費_ごみ 

・近年，運営費に加え，建設事業に関する多額の経費を要している 

年度 合計 うち運営費 うち建設費 受益者負担額 受益者負担率 

H28 ３億9,855万 ３億5,905万 3,950万 4,676万 11.74％ 

H29 ４億3,375万 ３億6,482万 6,893万 4,669万 10.76％ 

H30 ５億2,398万 ３億6,736万 １億5,661万 4,730万 9.03％ 

R1 １５億 640万 ３億6,289万 １１億4,350万 5,473万 3.63％ 

R2 １８億9,013万 ３億2,015万 １５億6,997万 5,026万 2.66％ 

５）－２ 処理経費_し尿 

 

年度 合計 うち運営費 うち建設費 

H28 １億2,990万 １億2,990万 ―  

H29 １億3,935万 １億3,935万 ―  

H30 １億4,357万 １億4,357万 ―  

R1 １億5,205万 １億5,205万 ―  

R2 １億5,307万 １億5,307万 ―  

・し尿処理施設も今後建設事業が予想され，多額の経費負担が課題となる 
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令和３年度 事業経過 
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１）新処理施設への搬入状況 （Ｒ３上半期：４～９月） 

 

【搬入量】 

◎クリーンセンター  ３２，６３６ｔ（月平均：５，４３９ｔ） 

     うち小美玉市    ７，９５７ｔ（月平均：１，３２６ｔ） 割合 24.4％ 

   ◎中継センター       ３４８ｔ（月平均：   ５８ｔ） 

     うち小美玉市      １４４ｔ（月平均：   ２４ｔ） 割合 41.4％ 

【搬入台数】 

◎クリーンセンター ６１，３８０台（月平均：１０，２３０台）  

     うち小美玉市  １７，００９台（月平均： ２，８３５台） 割合 27.7％ 

   ◎中継センター    ２，０００台（月平均：   ３３３台） 

     うち小美玉市   １，０７８台（月平均：   １８０台） 割合 53.9％ 

   ◎1日 クリーンセンター ３８９台（最大６０２台，最小８５台） 

       中継センター    １６台（最大 ３７台，最小 １台） 
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２）処理施設への搬入状況 

 

家庭ごみ収集量                            （単位：Ｋｇ） 

合計 4月 5月 6月 7月 8月 9月 10月 11月 12月 1月 2月 3月 

H30 932,930  987,680  921,030  967,250  975,210  827,130  975,800  892,280  852,950  884,430  714,940  821,090  

R1 911,740  981,250  853,040  942,460  947,610  907,500  929,190  832,940  901,650  887,710  731,020  885,360  

R2 912,140  1,047,520  1,041,940  972,710  936,660  906,220  920,870  870,120  934,790  732,770  763,390  927,000  

R3 808,922  954,608  915,250  934,010  985,940  904,241  －  － － － － － 
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３）直接資源化の状況 

 

  古布、紙パック  令和２年度：古布のみ拠点回収 、 令和３年度：分別収集を開始 

古布 紙パック 計 収入(円)

Ｒ２ 重量(kg) 2,460 -       2,460 19,680

Ｒ３ 重量(kg) 8,720 210 8,930 18,280

項目

 

草木（直接搬入）  令和３年度から直接搬入分の直接資源化を開始 

クリーンセンター 中継センター 計

Ｒ３ 重量(kg) 243,370 9,200 252,570

項目

 

小型家電等  令和１年度から拠点及びイベント回収を開始 

拠点 イベント 計 収入(円)

Ｒ１ 重量(kg) 160 12,601  12,761 33,005

Ｒ２ 重量(kg) 69 1,202 1,271 5,223

Ｒ３ 重量(kg) 118 -       118 7,162

項目

 

   ※令和３年度イベント回収は 1/23 , 2/27 いずれも日曜日に開催予定 
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４）指定ごみ袋の状況 

作成販売                                （単位：枚） 

合計 45L 30L 20L 

計画 2,450,000 2,100,000 /85.7% 200,000 / 8.2% 150,000 /6.1% 

実績 1,515,200 1,328,000 /87.6% 165,000 /10.9% 22,200 /1.5% 

※実績:執行率（61.8％）10月時点 
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５）粗大ごみ・廃家電 戸別回収の状況 

 

 対応件数                               （単位：人/台） 

月 4 5 6 7 8 9 計 月平均

小川 人数 13 11 14 14 13 6 71 11.8

台数 83 56 23 47 47 18 274 45.7

玉里 人数 8 8 7 7 4 3 37 6.2

台数 21 17 15 9 10 6 78 13.0

美野里 人数 13 20 15 20 20 20 108 18.0

台数 43 41 31 55 32 37 239 39.8
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４）問い合わせ状況 

               （単位：件） 

項目 計 

ごみの出し方に関すること 169 

ごみの回収に関すること 77 

ごみ袋に関すること 10 

ごみ処理施設に関すること 27 

集積所に関すること 11 

不法投棄に関すること 21 

野焼きに関すること 4 

動物死骸に関すること 12 

計 331 

※上半期サンプル集計 
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3% 7%

1%
4%

ごみの出し方に関すること
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ごみ処理施設に関すること

集積所に関すること

不法投棄い関すること

野焼きに関すること

動物死骸に関すること
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５）ウェブアクセス状況 

 

   

・携帯スマートフォン所有数は１億超え 

・広報紙より情報の保管性、情報提供の

即時性に優れる 

・平均アクセス：月/11,244、日/368 

⇒ ウェブ情報の充実、市民への浸透 
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６）不法投棄等の対応状況 

 

 ◎ 通報対応案件・主な事案別発生件数                 （単位：回） 

月 4 5 6 7 8 9 10 11 12 1 2 3 計

不法投棄 R2 8 9 17 4 9 6 11 14 13 9 15 18 133 

R3 17 7 12 5 12 16 12 - - - - - 81 

野焼き R2 4 4 1 2 4 4 1 9 5 5 10 9 58 

R3 4 4 8 2 2 5 4 - - - - - 29 
 

 ◎ 不法投棄作業員による投棄物の収集量（クリーンセンター等搬入分）   （単位：Kg） 

月 4 5 6 7 8 9 10 11 12 1 2 3 月平均

R2 820 450 740 560 420 340 620 460 460 740 660 920 599 

R3 600 660 510 440 610 540 710 - - - - - 581 
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１）ごみカレンダー 

 

①  ②  ③  

 

  １．分別カレンダー Ａ０版片面 ⇒ 日程欄を省略。 文字を大きく 

  ２．同上（外国語版）Ａ３版片面 ⇒ 令和３年度から作成（５言語） 

      ※英語、ベトナム語、スリランカ語、インドネシア語、中国語 

  ３．収集日カレンダーＡ３版両面 ⇒ イラストを省略。 文字を大きく 
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２）指定ごみ袋 

 

  １．指定袋デザイン（案） 

      

・令和３年度版を基本にして 

 文字を赤色に変更する 

・昨年度に引き続き、可燃ごみ処理量、 

ごみ処理経費、減量目標値を記載 
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３）現状の課題・今後の方策 

 

【課題１】 人口減少でもごみが減らない。 一人あたりでは，むしろ増えている 

項 目 
全国 

平均 

茨城県 

平均 

小美玉市 

(県内順位) 
県内状況 

一人 1 日ごみ排出量 ９１８ｇ  ９８５ｇ  

 

１０１３ｇ
  

（31/44位） 

・最少： ７２２ｇ 

・中位： ９６５ｇ 

・最多：１４３５ｇ 

リサイクル率 １９．６％  ２０．８％  

 

２４．１％  

（９/44位） 

・最高：５４．４％ 

・中位：１８．２％ 

・最少： ８．３％ 

※Ｒ１実態調査 確定値ベース     
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【課題２】 可燃ごみの中に，リサイクルできる【紙・布】が約半分を占める 

紙・布類

ビニール、
合成樹脂、
ゴム、皮革

類

木・竹・わ
ら類

厨芥類 不燃物類 その他

51% 23% 15% 4% 2% 5%
 

 

   

 

51%
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15%

4%
2%

5%

ごみ組成分析

紙・布類

ビニール、合成樹

脂、ゴム、皮革類
木・竹・わら類

厨芥類

不燃物類

その他
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【課題３】 近年のごみ袋販売数が増加。 販売数の９割が４５Lサイズ 

 

項目 ごみ袋販数 可燃ごみ

容量換算(単位:万L) 収集量(単位:ｔ)

Ｈ29 10,298.3   9,690.8    

Ｈ30 10,404.8   9,686.2    

Ｒ１ 11,525.3   9,676.9    

Ｒ２ 10,854.0   9,776.3    
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9,690.8 9,686.2 9,676.9 9,776.3 

 9,000.0
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 10,000.0

 10,500.0

 11,000.0

 11,500.0

 12,000.0

Ｈ29 Ｈ30 Ｒ１ Ｒ２

計_販売枚数換算容量 計_可燃ごみ収集量
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【原因１】 当市の手数料は全国平均と比べて低い （茨城県全体が低い） 

（環境省 有料化手引き） 

【原因２】 受益者負担が少ない。 ごみ減量への動機付けに機能しない 

年度 合計 うち運営費 うち建設費 受益者負担額 受益者負担率 

H28 ３億9,855万 ３億5,905万 3,950万 4,676万 11.74％ 

H29 ４億3,375万 ３億6,482万 6,893万 4,669万 10.76％ 

H30 ５億2,398万 ３億6,736万 １億5,661万 4,730万 9.03％ 

R1 １５億 640万 ３億6,289万 １１億4,350万 5,473万 3.63％ 

R2 １８億9,013万 ３億2,015万 １５億6,997万 5,026万 2.66％ 
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【今後課題】新型コロナや災害など非常時の対応，廃棄物処理への需要は高まる 

   （災害ごみ仮置き場：県内某地） 

 
 

◎ 安定・継続的な廃棄物の適正処理を目指していくためには・・・ 

市民・事業者・行政が一体となり取り組む必要があります 
 

◎ 新処理体制後の状況を踏まえ、ごみ処理手数料負担のあり方を検討します 

◎廃棄物処理事業経費（令和１年度） 

茨城県  20億 3,263万円 

全 国 755億 3,540万円 

◎東日本大震災（小美玉市） 

 主なもの 木くず,ガレキ,家電等 

 処理量 10,974ｔ 

 委託経費 2,746万円 


